２００６年（奈良）地区（南部）ブロック共同宣教司牧の歩み
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について
	１－A　ブロック司祭団（含む修道者）の分担

役割分担はできているが、それぞれの司祭の役割ができていない。


	１－B　司祭団と信徒との連携体制

役員と評議員でとどまり、すべての信徒まで届いていない。課題は、魅力てきな伝え方を考えることが必要。


	１－C　意見交換とコンセンサス

意見交換しているが決めたことを実行することができないケースもある。司祭と信徒の考え方のギャップがある。



２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

	２－A　意思決定のプロセス

プロセスがあるが、司祭が会議などに参加しない場合、信徒が自主的に会議を進行することができないと思う。


	２－B　意見交換・意見集約方法
意見を交換する場があっても具体策がでてこない。昨年より少し改善している。


	２－C　情報の共有

毎週ブロックの動きなどが知らされているが、それでも信徒一人ひとりの関心が薄く感じる。


	２－D　小教区間の協力

いろいろな行事を協力して行うが、それに参加する信徒は割合にすくない。五つのブロック活動部会があるが、まだ組織的には確立していない。葬儀などの協力体制が必要。



３．「共同宣教司牧」を支える活動について

	３－A　奉仕や福音宣教者としての意識

信徒養成をミサ後などで行っているが、まだ信徒の大部分が奉仕し、福音を宣教する責任があるという意識が薄い。使命についての意識を深める学習が必要。


	３－B　分かち合いと福音的識別

分かち合い場が少なくなった。分かち合いのやり方を完全に分からないので、自分の思いを素直に話せない人が少なくない。これから分かち合いの方法について学ぶ必要がある。


４．「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

	４－A　共同宣教司牧と秘跡・典礼

他の活動よりも、典礼の場合は信徒の役割を分担しながら参加している。ブロックの典礼活動部会によって各教会の典礼がだんだん統一されてきた。

	４－B　信仰入門・養成講座

入門講座を行っているが信徒の参加者も、求道者も少ない。ミサ後の話し以外、信徒養成講座は行っていない。これからそのことについて考えなければならない。


	４－C　リーダー養成・信徒養成

さまざまなリーダーを見つけることが難しい。新しいリーダー候補者も見受けられるが、まだまだ少ない。そのリーダーの養成を充分にやっていない。これから養成を準備しなければならない。




